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ネッ トトラップと予察灯による秋期のウンカ捕獲

誘殺実態 と気象状況

寒川 一成(九 州農業試験場)

Net- and Light trap catches of rice planthoppers and associated weather con-
ditions in autumn. Kazushige SOGAWA (Kyushu National Agricultural Experi-
ment Station, Nishigoshi, Kumamoto 861-11)

空中に高揚 されるネットトラップは,梅 雨期に海外か

らわが国へ飛来侵入するイネウンカ類の調査に用いられ

ているが(寒 川 ら,1988),海 外から飛来するウンカの

みならず,水 稲群落を離れ移動分散しつつあるウンカの

空中密度を調査するためにも活用できると考えられる。

そこで,稲 作期間をとお してネットトラップによるウン

カの捕獲調査を続けたところ,夏 秋期にも特徴的な捕獲

ピークが認められた。それらの内,梅 雨明けから8月31

日までの盛夏時に認められるセジロウンカ主体の捕獲

ピークは,中 国南部から吹走する南西気流,ま たは日本

海を東進する低気圧暖域の西～南西気流による移動分散

を示唆 した(寒 川 ・渡邊,1990)。

本論文では,9～10月 の秋期の トビイロウンカの顕著

な捕獲ピークを中心に検討 した結果を報告する。

材 料 と 方 法

福岡県筑後市に所在する九州農業試験場圃場に設置し

た2個 のネットトラップ(直 径1m,高 さ10m)を 用い

た1987～1990年6～10月 の トビイロウンカおよびセジロ

ウンカの 日別捕獲資料,お よび60W白 熱電球 を使用し

た乾式予察灯の日別誘殺資料から,各 年次の9～10月 の

捕獲ピークを抽出した。

捕獲誘殺ピークごとに地上気象要素(気 温,風 向,風

速,雨 量),お よび顕在する総観規模の気象現象(前 線,

低気圧,台 風,移 動性高気圧など)を,そ れぞれ九州農

業試験場気象月表(筑 後)お よび気象庁発行の天気図か

ら調査 した。日別捕獲誘殺データと気象データを,グ ラ

フィックに合成表示するコンピュータプログラムを作成

し,検 討を容易にした。また,850hPa面 の風系の解析

には,下 層ジェットを解析するためのコンピュータプロ

グラム(渡 邊ら,1990)を 利用 した。

結 果

秋期における トビイロウンカの発生と気象概況

(1987年)

7月 上旬に多飛来 したが,各 世代の雌成虫の長翅率が

高く,世 代とともに発生密度は低下し,9月 上旬の第2

世代成虫の羽化とともにほとんど移出した。

9月 は移動性高気圧におおわれ晴の日が多かったが,

気温はやや低めで,月 末には冷え込んだ。10月 は秋雨前

線は南岸から離れ,少 雨傾向で高温が著 しかった。水稲

の作柄はやや不良であった。

(1988年)

6月5半 旬～7月1半 旬に平年並みの飛来があった。

第1･2世 代は低密度に経過したが,9月 中 ・下旬第3

世代密度が上昇し,後 期多発傾向を示した。

9月 は南海上に秋雨前線が停滞 しがちで天気不順であ

ったが,気 温はやや高かった。10月 は高気圧におおわれ

晴の日が多く少雨となった。水稲の作柄は良であった。

(1989年)

6月6半 旬,7月2･3半 旬に断続的な少飛来があっ

た。発生密度は極めて低く経過 し,9月 中旬に少数の成

虫が羽化したのみであった。

9月 に入っても太平洋高気圧の勢力が強く,秋 雨前線

は日本海側に停滞 した。残暑がきびしく,高 温多雨とな

った。10月 は高気圧におおわれ少雨傾向であったが,上

中旬に寒気が流入 した。水稲の作柄はやや良であった。

(1990年)

反 復飛来 し,7月1,4半 旬の飛来虫が主要な増殖源

となった。7月 下旬から8月 中旬の短翅型雌密度は要防

除水準を越え,9月 上旬第2世 代密度が上昇したが,雌

羽化成虫の短翅率が低く,大 多数の羽化成虫が移出した

ため,第3世 代はむしろ減少した。
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第1図1987～1990年9～10月 の地上気象要素の 日変化(上 段)と トビイロウンカの日別捕獲誘殺数の推移(下 段)

上段:1)曲 線 ・折線合成 グラフ=日 平均気温の平年値(曲 線)と 実測値(折 線),縦 軸の範囲=10～35℃

2)折 線 グラフ=日 平均風速,縦 軸の範囲=0～8m/s

3)棒 グラフ=日 別降水量,縦 軸の範囲=0～200mm

下段:1)上 ・下 グラフ=ネ ッ トトラップ ・予察灯 によ る捕獲誘殺数

2)矢 印=解 析対象 にした捕獲誘殺 ピーク

3)グ ラフの横縞 ・白ぬ き部分=北 西～北東風 ・その他の風向での捕獲誘殺

4)各 グラフの スケール=各 年次の最多値 を土限 とす る相対値

5)各 グラフ中の()内 の数値は,9･10月 の総捕獲誘殺虫数

9月 上旬は残暑が厳 しく,中 下旬は秋雨前線や台風の

影響で多雨となった。10月 前半前線が南海上に停滞し天

気は不順であったが,後 半は移動性高気圧による秋晴れ

が続 き暖秋になった。水稲の作柄は平年並であった。

9～10月 の トビイロウンカ捕獲誘殺状況

9～10月 にネットトラップおよび予察灯に入った トビ

イロウンカとセジロウンカの割合は,そ れぞれ63.5:

36.5お よび25.4:74,6で あったが,発 生盛期が夏期であ

るセジロンカに較べて,秋 期に発生密度が高まるトビイ

ロウンカは,よ り詳細な捕獲誘殺数の日変動を示した。

また,ト ビイロウンカの場合,予 察灯では9月 に最も多

く誘殺され,10月 には誘殺数が急減 したが,ネ ットトラ

ップでは3～10月 をとおして捕獲された。

第1図 下段に1987～1990年9～10月 ネットトラップと

予察灯によるトビイロウンカの日別捕獲誘殺パターンを

示 した。各年次の トビイロウンカの捕獲誘殺概況は下記

のとおりであった。

(1987年)ネ ットトラップでは,9月 第3半 旬前後に

捕 獲 最 多時 期 とな り,10月 下 旬 まで 漸 減 しつ つ 断 続 的 に

捕 獲 が続 い た。 一 方,予 察 灯 で は9月14日 に集 中 的 に誘

殺 され た後,顕 著 な誘 殺 は見 られ な か っ た。

(1988年)ネ ッ ト トラ ッ プで は,9月 第6半 旬 ～10月

第1半 旬 に最 多 捕 獲 ピー ク が見 られ,10月 中 も数 次の 明

確 な捕 獲 ピ ー クが 現 れ た。 予 察 灯 に よ る誘 殺 最 多 時期 は

9月 第4～5半 旬 で あ っ た。 その 後,顕 著 な誘 殺 は見 ら

れ な か っ た。9月5日,セ ジ ロ ウ ン カが 多 数誘 殺 され た 。

(1989年)9月 中 ネ ッ ト トラ ッ プ で は ほ とん ど捕 獲 さ

れ な か っ たが,10月 第3半 旬 と第4～5半 旬 に ま と ま っ

た捕 獲 が認 め られ た 。 予察 灯 に よ る最 多 誘 殺 日は9月2

日で あ っ た。 ま た 同 日,セ ジ ロ ウ ン カ も 著 し く 多 数

(6371頭,5～1O月 の総 誘 殺 虫 数 の 約82%)誘 殺 され た。

その 他9月 中 に は,9,18,20,26日 を中 心 とす る明 瞭

な誘 殺 ピー クが あ っ た 。 しか し,10月 に は ほ とん ど誘 殺

され な か った 。

(1990年)ネ ッ ト トラ ッ プで は9月10～12日 に最 多 捕

獲 ピー クが突 然 出現 し,10月 下 旬 に 向 か っ て漸 減 しつ つ



九 州 病 害 虫 研 究 会 報 第39巻 69

第1表1987～1990年9～10月 の トビイロウンカ捕獲誘殺 ピー クと気象状況

a)L=予 察灯誘殺 ピーク,N=ネ ッ トトラ ップ捕獲 ピー ク

b)E=沿 海州付近の低気圧,N=日 本海低気圧,S=南 岸低気圧,

c)T=台 風の番号

d)強 風域=風 速10m/s以 上の地点 を含む風域

○=低 気圧に関連 した強風域,◎=台 風 にともな う強風域
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次 の捕 獲 ピ ー ク を形 成 した。 予 察 灯 で は,9月9,13,

16～17,22,27に 明 確 な 誘 殺 ピー クが あ らわれ,13日 が

最 多誘 殺 日で あ っ た。10月 中の誘 殺 は ほ と ん ど なか った 。

9～10月 の トビ イ ロ ウ ン カ捕 獲誘 殺 ピ ー ク と気 象 状況

第1図 に1987～1990年9～10月 の ネ ッ トトラ ップ ま た

は予 察 灯 に よ る トビ イ ロ ウ ンカの 日別 捕 獲 パ ター ン(下

段)と と も に,地 上 気象 要 素 を示 し た(上 段)。 ま た,

第1表 に は,日 別 捕 獲誘 殺 デ ー タ か ら抽 出 した42次 の 捕

獲 誘殺 ピー ク 時 期 の地 上 気 象 要 素,総 観規 模 の気 象 現 象,

850hPa面 で の 強 風 域 の 有 無 を ま とめ た 。 第2表 に は,

第2表1987～1990年9～10月 の トビイロウンカ捕獲誘殺

ピー クの主要気象現象 の出現頻度

主要な気象現象別に,捕 獲誘殺ピーク数を集計 した。

(移動性高気圧)

第2図 ウンカの移動分散を示唆 した850hPa面 の代表的 な風系の事例

左右上:太 平洋高気圧北西縁に沿って華南に上陸 した熱帯低気圧か ら,日 本海低気圧 に向かって強 い南西

気流が形成 され,ト ビイロウ ンカの年次最多捕獲 ピー クを記録 した(1990年9月10～11日) .
左 中:朝 鮮半島か ら山陰 沖に東進 した日本海低 気圧 に向かって,強 い南西 の暖湿気流 が流 入 し,翌 日,
予察灯でセジロウンカおよび トビイロウンカの年次最多誘殺 ピークが生 じた(1989年9月1日) .

右 中:低 気圧が目本海で発達 しながら北上 し,中 心 からの寒冷前線が九州 を縦断す る間 に,ネ ッ トトラ
ップによるセ ジロウンカと トビイロウンカの捕獲 ピークが認 められ た(1988年9月11日) .

左下:前 線 をともなわない寒冷低気圧 が朝鮮半島 から能登半 島沖 に進み,強 い北 よりの風 が吹 く中で,
トビイロウンカの顕著 な捕獲 ピー クが生 じた(1989年10月12日) .

右下:前 線 を伴 った低気圧が 日本海西部か ら沿海州 に東北進 し,中 心か ら伸び る寒冷前線が 日本列島を
通過 した.北 西気流 とともに寒気が流入す る中で,ト ビイロ ウンカの小規模な捕獲 ピークが生 じ

た(1987年10月20日) .
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9～10月 の全捕獲誘殺 ピークの約42%は,移 動性高気

圧の影響下で出現し,ネ ットトラップでは平均風速約

2.3m/sの 北 寄 りの気流 中で捕獲 された(第2表)。

1989年10月20日 の ピークは,水 田での19月 中旬の発生盛

期とは一致 しない同年の最多捕獲ピークであった。

(秋雨前線上の低気圧)

9月 中の捕獲誘殺 ピークの約1/3は,秋 雨前線上を低

気圧が東進する時に認められた(第2表)。 とくに日本

海低気圧暖域の850hPa面 に,南 寄りの強い風域が出現

している場合に,捕 獲誘殺ピークが見られた。8例 中,

下記の2例 はとくに顕著であった。

1989年9月1～2日(第2図 左中),東 シナ海か ら日

本海に伸びる秋雨前線上に低気圧が発生し,発 達しなが

ら朝鮮半島沖から山陰沖へ東進 した。日本列島に沿って

強い南西風(約14m/s)が 生 じ,暖 湿気流の流入によ

る強雨中,1日 にはネットトラップに,2日 には予察灯

に多数の トビイロウンカとセジロウンカが入った。とく

にセジロウンカは,こ の日のみで6～10月 の全誘殺虫数

の82%に 当たる6371頭 が誘殺 された。

1990年9月10～12日(第2図 左右上),中 国東南部か

ら日本海へ連なる強い南西気流が形成された。9月9日

華南に上陸 した台風17号 が熱帯低気圧に変わり,10日 日

本の南海上に張り出した太平洋高気圧の北西縁に沿って,

華南の低圧部から朝鮮半島方面に吹走する強風帯(14～

17m/s)が 生 じた。11日 には日本海に伸びた秋雨前線上

の黄海および本州東北付近に低気圧が発生し,華 南から

の強風域が日本海に進出した。この期間に当該年次で最

多の トビイロウンカがネットトラップで捕獲 された。

(台風)

台風が日本の南海上に接近中または南岸通過後,北 寄

りの弱風(平 均風速1.4～2.4m/s)中 で は予察灯に誘

殺され(1987年9月14日,1988年9月14日,1989年9月

20日),強 風(平 均風速2.4～4.0m/s)中 ではネットト

ラップに捕獲された(1988年10月7日,1989年10月28日,

1990年9月30日 および10月8日)。 とくに1988年9月5

日,セ ジロウンカが予察灯に多数誘殺 された(349頭,

第3番 目の多誘殺日)。

(その他)

主 として9月 に秋雨前線のみが顕在する気象下で,ト

ビイ17ウ ンカがネットトラップで6回 捕獲されているが,

次の2例 を除き,少 数の捕獲であった。1988年9月27日

～10月4日,日 本の南海上に秋雨前線が,佐 渡付近に前

線を伴わない小規模な低気圧が停滞し,地 上では平均風

速2,1～3.4m/s(最 大風速4.6～6.5m/s)の 北 寄りの強

い風が連吹する状況下で,同 年の全捕獲虫数の約44%を

占める最多捕獲ピークが現れている。しかしこの期間に,

850hPa面 に強風域は認められなかった。また,1989年

9月9日,秋 雨前線が九州北部,山 陰から東北にかけて,

台風19号 が九州のはるか南海上に停滞する状況下で,多

数 の トビイロウ ンカが予察灯 に誘殺 され た。風速

1.5m/5の 弱い南東風があったが,ネ ッ トトラップでは

捕獲 されなかった。

10月 中下旬,低 気圧南側の北西～西北西の寒冷気流中

で,少 数の トビイロウンカがネッ トトラップで2回

(1987年10月20日,第2図 右下;1988年10月12日)捕 獲

された。1989年10月12日 の捕獲ピークは,小 さな寒冷低

気圧が,朝 鮮半島から能登半島付近に移動する時期に捕

獲 された。これ らの捕獲時期には,850hPa面 にも強風

域が形成されていた(第2図 左下)

考 察

イネ群落を離脱した トビイロウンカの空中浮動個体数

の日変動を示すネットトラップデータは,長 翅型成虫の

発生量のみならず,そ れらの分散動態を示唆する情報を

含んでいると考えられる。そこで,主 にネットトラップ

によるトビイロウンカの秋期に見られる各捕獲ピーク時

の気象状況を調査し,出 穂後の水田で多数羽化する長翅

型成虫の移動分散の可能性を考察した。

捕獲ピーク時に顕在した主要な気象現象は,移 動性高

気圧,秋 雨前線,低 気圧,台 風であった。捕獲最盛時期

は,1989年 を除き,概 ねネットトラップを設置 した近傍

の水田における長翅型成虫の発生時期と同調しており,

またほとんどの捕獲 ピーク出現時に,広 域移動を示唆す

る気流の発生は見られなかった。このことから秋期の大

多数の捕獲ピークは,移 動性高気圧による日中の昇温,

秋雨前線帯の擾乱,台 風の影響による暖湿流の流入など

によって,秋 期に多数羽化する長翅型成虫の水田からの

飛び立ちが促進された結果であると考えられた。とくに

10月 の捕獲ピークの大半は,移 動性高気圧による晴天下

のものであった。 トビイロウンカは16℃以下の気温では

飛翔 しないため(大 久保,1973),日 没後気温が低下す

る10月 には,予 察灯へほとんど入らなくなるが,気 温が

上昇する晴天日には,日 没前に飛翔しネットトラップに

捕獲されるものと思われた。夏の終わりから秋に山地の

雑草上で見られるいわゆる 「渡りウンカ」は,こ のよう

な状況下で水田から移出分散 したものであろう。

しかし,9月 に入っても太平洋高気圧の勢力が強 く,

秋 雨前線が日本海側に停滞 した1989,1990年9月 の下記

の2事 例は,前 線上に発達 した低気圧に関連した強風域

が日本付近に出現した当日の気象状況,お よび水田での
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発 生実態の検討か ら,移 動分散をともなった捕獲誘殺

ピークである可能性が示唆 された。

(1)1989年9月1～2日:9月1日 に日本海低気圧暖域

の強い南西気流中で,セ ジロウンカ主体の捕獲があった.

なお,同 年8月29～30日 にも,同 様な気象状況下で多数

のセジロウンカが捕獲 されていた(寒 川 ・渡邊,1990)。

そ して,9月2日 に突如異常な数のセジロウンカが予察

灯に誘殺 された。同年のセジロウンカの発生最盛期は8

日上旬であり,下 旬には発生がほとんど終息 していた。

従って,こ れらの捕獲誘殺は,他 所からの飛来を強く示

唆 した。

(2)1990年9月10～12日:華 南の熱帯低気圧と,日 本海

低気圧を結ぶように南西の強風帯が形成 され,多 数の ト

ビイロウンカが捕獲された。さらに14日,新 たに発生し

た日本海低気圧暖域の強い南西風中でも捕獲が続いた。

この捕獲ピーク時期は,本 種第2世 代の発生盛期であり,

長翅型羽化成虫の広域分散が起こっていた可能性を指摘

できる。

一方,1989年10月12日,帯 状高気圧の南側に取り込ま

れるように出現 した小規模な寒冷低気圧南西縁で,黄 海,

朝鮮半島方面から西日本に吹走する北西風による多数の

トビイロウンカの捕獲は,例 外的な事例といえる。同年

10月 現地の水田では,長 翅型成虫の羽化はすでにほとん

ど認められなかったことから,捕 獲虫は他所からの飛来

と考えられた。10月20日 の移動性高気圧の影響下での捕

獲ピークは,12日 に飛来した個体群の飛び立ちによるも

のとも考えられた。

中国大陸で1977,1978年 に実施 された調査によれば,

8月 末から9月 上旬以降に,北 緯33度 以北から南方の越

冬地帯へ向けて,北 東季節風による波状的な回帰移動の

あることが示 されている(JIANGetaL,1982)。RILEYet

al.(1991)は,1988年9月 中下旬 に揚子江下流域で,

レーダーを用いた調査によって,ト ビイロウンカの移動

を直接観察した。モンゴル付近に中心を持つシベリア高

気圧の乾燥した晴天域で,午 後水田から飛揚 したウンカ

.が,気 温約16℃ の400～1000mの 高度に,濃 密な集団を層

形成し,風 速毎秒3～20mの 北北東の気流中を移動 して

いる事実が明らかにされた。

アジアモンスーン地域の850hPa面 における風系の解

析によれば,9月 土旬頃から大陸東南部では北東風が卓

越するが,よ り高緯度に位置する日本付近で,9～10月

に卓越している風は,華 北,朝 鮮半島付近から吹き出す

北西風である(MATSUMOTO,1992)。 従 って,秋 期に発

生 したウンカが,大 陸内では華中から華南,イ ン ドシナ

半島方面へ回帰できる可能性があるが,日 本で発生 した

ウ ン カに と って,大 陸南 部 へ 回 帰 す るた め の気 象 条 件 は,

基 本 的 に存 在 して い な い とい え る。

一 方
,WADA et al.(1987)は,850hPa面 の 気 流 の 解

析 か ら,梅 雨 期 と気 団配 置 が類 似 す る秋霖 期 に も,ウ ン

カ が揚 子 江 下 流域 か ら東 シ ナ海 を横切 り,九 州 西 部 に 海

外 飛 来 す る こ と を示 す流 跡 線 を得 て い る。 しか し前 線 帯

の南 側 に 下 層 ジ ェ ッ ト気 流 が発 達 す る梅 雨期 と異 な り,

9～10月 に 大 陸東 部 か ら 日本 方 向 に吹 走 す る定 常 的 な風

系 は な く,む しろ大 陸 内 と 日本 付 近 で風 系 が異 な って い

る点 は,前 節 に既 述 した とお りで あ る。 今 回 の4年 間 の

捕 獲 誘 殺 資料 に基 づ く調 査 結 果 に お い て も,日 本 海 低気

圧 暖 域 の風 系 に依 存 した比 較 的 狭 い範 囲で の 移 動 分散 が

示 唆 され た に 過 ぎな か っ た。

要 約

1,1987～1990年9～10月 の トビイ ロ ウ ン カの 日別 捕

獲 誘 殺 資 料 か ら,42ピ ー ク を抽 出 し,各 ピ ー ク ご とに地

上 気 象 要 素(気 温,風 向,風 速,雨 量),お よ び 顕 在 す

る総 観 規 模 の気 象 現 象(前 線,低 気 圧,台 風,移 動 性 高

気 圧 な ど)を 調 査 した。

2.捕 獲 誘 殺 ピ ー ク時 に顕 在 した主 要 な 気象 現 象 は,

移 動 性 高 気 圧,秋 雨 前 線,低 気 圧,台 風 で あ り,秋 期 の

大 多数 の捕 獲 ピ ー ク は,移 動性 高 気 圧 に よ る昇温,秋 雨

前 線 帯 の擾 乱,台 風 に よ る暖湿 流 の流 入 な どに よ って,

秋 期 に 多数 羽 化 す る長翅 型 成 虫 の 水 田 か らの飛 び立 ちが

促 進 され た結 果 と考 え られ た。

3.850hPa面 の 風 系 か ら,日 本 海 側 に 停 滞 し た秋 雨

前 線 上 に 発達 す る低 気 圧 の 暖域,お よび 日本付 近 の寒 冷

低 気 圧 周 縁 の 気 流 中 で の3例 の 捕 獲 誘殺 ピー ク は,局 地

的 な移 動 分 散 を示 唆 した 。

4.秋 期 に お け る 日本 か ら中国 南 部 方 面 へ の 回帰 移 動,

お よ び大 陸 東 部 か ら 日本 へ の海 外 飛 来 を示 唆 す る気 象 条

件 を と も な っ た捕 獲 誘殺 ピー ク は認 め られ な か っ た。
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